
1973 年 7月 新橋演舞場 

『松竹新喜劇公演』主な配役 

 

【昼の部】 

一、城崎みやげ 

アベックの男田川（藤木登） 同節子（御園恵美子） 男客秋本（槇宏樹） 同張山

（藤咲三太郎） 女客やす子（日暮郷子） 同加奈子（紫光代） 雨の中を行く人

（摩耶のぼる・島野由女子・平井一子・丹波八郎・北野治司・中島鈍平・夏厚史・

中尾徳・望月幸太郎・太田克巳） 芸妓色香（御陵多栄子） 若い夫宮川（国富論） 

同妻まち子（寺前浅子） 友人前田（長谷川稔） 芸妓光弥（藤枝美紀子） 岡本

忠平（花和幸助） 芸妓君葉（大路美也子） 出前持ち三太郎（尾形桃太郎） 忠

平の妻おなみ（石河薫） 前田の妻秀子（滝見すが子） 土産物店店員信吉（沢田

光生） 旅館の番頭高橋（八木五文楽） 同女中おしも（佐久良国子） 同おくに

（岡田歌津子） ホステス志津子（四条栄美） 酔客星田（喜多康樹） 同月野（金

乃成樹）      

 

二、奈良のシカやん 

製墨職人安井（三井康弘） 同足立（八木五文楽） 同堀（小島慶四郎） 平六の

孫豊子（月城小夜子） 近所の女房まき（曽我廼家鶴蝶） すし屋松田（中川雅夫） 

西平六（渋谷天外） 通行の女政子（御陵多栄子） 奈良井鹿太郎（藤山寛美） 

泉ゆき子（大津十詩子） 夜の街をゆく女一（岡田歌津子） 同二（紫光代） 同三

（日暮郷子） 夜の街をゆく人一（沢田光生） 同二（槇宏樹） 同三（柳幸太郎） 

艸玄堂支配人井沢（伴心平） 女中栄子（佐久良国子） まきの良人岩本（守田秀

郎） 使いの人元山（喜多康樹） 知人万野（千葉蝶三朗） 妻米子（酒井光子）   

 

三、灰神楽三太郎 



近江屋の者弥助（沢田光生） 同丑松（尾形桃太郎） 同松助（柳幸太郎） 同徳

次（一本松明） 同与吉（中尾徳） 番頭重助（長谷川稔） 近江屋手代新吉（喜多

康樹） 大番頭駒右ヱ門（小島慶四郎） 灰神楽三太郎（藤山寛美） 子分半吉

（金乃成樹） 同六助（国富論） 同八助（槇宏樹） 同権三（丹波八郎） 同佐助

（北野治司） 同助次（藤木登） 同吉造（藤咲三太郎） 泥亀万右ヱ門（伴心平） 

泥亀の用心棒丹沢平馬（三井康弘） 芸者菊松（大路美也子） 同染千代（御陵

多栄子） 近所の娘（紫光代・摩耶のぼる・御園恵美子・島野由女子・平井一子） 

近所の男（夏厚史・望月幸太郎・太田克巳） 上総屋庄助（東光男） 同女房おた

か（佐久良国子） 女中お玉（藤枝美紀子） 丁稚九松（岡田歌津子） 旅烏ホクロ

の仙太郎（小島秀哉） 旅の女おはま（酒井光子） 同おあき（四条栄美） 大前屋

お兼（勝浦千波） 同若い衆国松（中川雅夫） 髪結おしづ（石河薫） すきこおは

な（寺前浅子） 乳母おちよ（滝見すが子） 女中お福（日暮郷子） 金兵ヱの娘お

とよ（月城小夜子） 近江屋金兵ヱ（花和幸助） 大瀬の半五郎（守田秀郎） 三太

郎の恋人お文（曽我廼家鶴蝶）  

 

【夜の部】 

一、 恋愛教室 

判を取りに来る女（岡田歌津子） 兼六の娘夏子（月城小夜子） 丸山の息子仙吉

（中島鈍平） 細川の息子良太（中川雅夫） 印刷屋高山兼六（花和幸助） 客市

川（尾形桃太郎） 細川三平（伴心平） その妻お豊（石河薫） 女中きく（日暮郷

子） 料理屋の女将お時（勝浦千浪） 時子の妹とみ子（寺前浅子） 客田中（柳幸

太郎） 同山本（丹波八郎） 同千葉（藤咲三太郎） 注文の客松井（喜多康樹） 

見合の娘まり子（紫光代） その母玉枝（佐久良国子） 夏子の姉きよ子（大路美

也子） きよ子の夫村川（長谷川稔）  

 

二、 京都三ねん坂 

観光会社の人松本（三井康弘） 団体の人立井（東光男） 団体の人（摩耶のぼ

る・平井一子・沢田光生・尾形桃太郎・国富論・柳幸太郎・丹波八郎・藤木登・中

島鈍平・夏厚史・藤咲三太郎・望月幸太郎・太田克巳） 清水詣の男（北野治司） 

同女（岡田歌津子） 道を聞く夫（槇宏樹） その妻（紫光代） 客よし子（藤枝美紀

子） 同妙子（寺前浅子） 同森村（守田秀郎） 坂のや主人東田（八木五文楽） 



その女房きん（石河薫） 関本啓介（藤山寛美） その妻年江（大津十詩子） 師匠

春日みつ豊（勝浦千浪） 弟子芳枝（御陵多栄子） 染物業島村清一（千葉蝶三

朗） その妻光子（滝見すが子） 通行の人一（中尾徳） 同二（日暮郷子） 同三

（御園恵美子） 旧主土田栄太郎（渋谷天外） 主人前野弘（小島秀哉） その妻

容子（曽我廼家鶴蝶） 友人町子（四条栄美） 陶器商早岡（小島慶四郎） 前野

の姉房子（酒井光子） 使いの男藤田（金乃成樹） 

 

三、 諸事難儀引受申候 

客幸吉（尾形桃太郎） 同おとめ（日暮郷子） 下女お新（月城小夜子） 江戸の客

文吉（守田秀郎） 五兵衛の女房おこま（曽我廼家鶴蝶） 旅の男十兵衛（藤山寛

美） 亭主五兵衛（千葉蝶三朗） 泉屋の娘おもと（四条栄美） 泉屋の手代忠七

（小島秀哉） 芸者千代松（大津十詩子） 女将おりき（滝見すが子） 太鼓持蝶八

（八木五文楽） 近所の男竹松（沢田光生） その女房お梅（大路美也子） 町の

娘おせん（御園恵美子） 町の男新助（中川雅夫） 芸者染葉（御陵多栄子） 同

小きん（寺前浅子） 仲居おたつ（紫光代） 同おきく（摩耶のぼる） 太鼓持鹿六

（槇宏樹） 泉屋若旦那金之助（小島慶四郎） 泉屋番頭喜助（東光男） 泉屋清

兵衛（伴心平） 旦那万兵衛（花和幸助） 板前辰造（長谷川稔） 同弥吉（金乃成

樹） 同卯吉（国富論） 阿波屋の後家お近（酒井光子） 同番頭徳造（三井康弘） 

同手代友吉（喜多康樹） 同勝吉（柳幸太郎） 近所の人一（北野治司） 同二（中

島鈍平） 同三（藤咲三太郎） 同四（中尾徳） 同五（望月幸太郎）  


